
世
界
大
会
に
は
、
政
府
代
表
を

含
め
23
カ
国
、
６
千
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

「
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍
を
繰
り

返
す
な
」
の
実
現
へ
、
各
国
と
被

爆
国
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の

批
准
と
発
効
で
核
廃
絶
を
確
か
な

も
の
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

江
東
代
表
団
は
、
翌
日
に
は
、

健
康
友
の
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
託

さ
れ
た
９
千
羽
の
千
羽
鶴
を
「
原

爆
の
子
」
像
に
捧
げ
た
あ
と
分
散

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
原
水
禁
運
動
が
分

裂
の
時
代
か
ら
共
闘
の
時
代
に
入
っ

た
こ
と
に
感
動
し
た
と
口
々
に
話

し
て
い
ま
し
た
。
核
兵
器
禁
止
条

約
に
背
を
向
け
る
安
倍
首
相
の
退

陣
を
求
め
て
頑
張
り
た
い
と
決
意

も
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

村
瀬
氏
の
写
真
50
枚
は
、
日
本

軍
に
よ
る
虐
殺
が
あ
っ
た
南
京
の

城
郭
や
揚
子
江
岸
の
お
び
た
だ
し

い
屍
体
も
記
録
し
て
い
ま
す
。

百
枚
以
上
の
感
想
文
に
は
「
民

間
人
の
犠
牲
者
が
多
数
あ
り
、
戦

争
の
本
性
を
改
め
て
感
じ
た
」

「
加
害
者
の
日
本
人
と
し
て
ム
ネ

（
心
）
が
重
い
」
「
戦
争
へ
の
動

き
は
ダ
メ
、
安
倍
政
権
を
続
け
さ

せ
て
は
ダ
メ
だ
」
な
ど
、
真
剣
に

受
け
止
め
た
思
い
が
綴
ら
れ
て
い

ま
す
。

日
本
企
業
勤
務
の
20
代
の
中
国

男
性
が
「
日
本
人
が
こ
の
よ
う
な

展
示
会
を
し
て
い
る
こ
と
に
感
激
」

と
涙
目
で
語
り
か
け
た
と
、
実
行

委
員
の
一
人
は
感
動
し
て
い
ま
す
。

同
協
会
支
部
長
の
斉
藤
信
行
氏

は
「
貴
重
な
資
料
を
保
存
し
て
い

た
方
々
の
協
力
で
実
現
し
ま
し
た
。

『
平
和
っ
て
い
い
ね
』
と
題
す
る

会
員
の
絵
や
切
り
絵
な
ど
も
含
め
、

多
く
の
区
民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た

と
思
い
ま
す
」
と
手
ご
た
え
を
述

べ
て
い
ま
す
。

亀
戸
駅
北
口
で
、
８
月
５
日
に

江
東
市
民
連
合
の
呼
び
か
け
で

「
大
島
９
条
の
会
」
や
「
下
町
亀

戸
９
条
の
会
」
が
取
り
組
み
、
16

人
が
参
加
。

ま
た
11
日
に
は
「
下
町
亀
戸
９

条
の
会
」
が
「
安
倍
９
条
改
憲

NO
！
３
０
０
０
万
人
署
名
」
の
宣

伝
・
署
名
活
動
を
行
い
、
23
人
が

参
加
、
25
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

初
め
て
署
名
活
動
に
参
加
し
た

人
は
、
「
若
い
人
に
も
っ
と
関
心

を
持
っ
て
欲
し
い
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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熱
中
症
に
よ
る
死
者
が
で

る
危
険
な
炎
暑
の
予
報
が
、

暦
の
上
で
は
立
秋
を
過
ぎ

て
も
続
き
ま
し
た
▼
延
長

国
会
で
は
「
モ
リ
・
カ
ケ

疑
惑
」
の
幕
引
き
が
は
か

ら
れ
、
過
労
死
法
と
も
い
わ
れ
る

「
働
き
方
改
革
」
」
や
カ
ジ
ノ
法

が
強
行
採
決
。
し
か
し
、
安
倍
首

相
が
め
ざ
し
た
９
条
改
憲
の
発
議

は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
戦
争

法
」
を
発
動
す
る
た
め
の
自
衛
隊

の
明
記
を
許
さ
な
い
３
０
０
０
万

人
署
名
は
、
１
８
０
０
万
筆
に
▼

７
月
末
に
辺
野
古
埋
立
て
承
認
の

撤
回
を
表
明
し
た
翁
長
県
知
事
が

８
日
に
急
逝
と
の
悲
報
。
そ
の
遺

志
を
継
い
で
11
日
に
は
、
新
基
地

を
造
ら
せ
な
い
県
民
集
会
に
７
万

人
が
結
集
し
ま
し
た
。
オ
ー
ル
沖

縄
の
熱
い
た
た
か
い
は
県
民
投
票

条
例
の
制
定
め
ざ
し
、
９
月
の
地

方
選
、
特
に
30
日
投
票
も
知
事
選

へ
と
続
き
ま
す
▼
待
望
さ
れ
た
核

兵
器
禁
止
条
約
を
採
択
し
た
国
連

の
事
務
総
長
は
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
参
加
し
、
被
爆
者
や
市

民
の
希
い
を
国
際
社
会
に
橋
渡
し

す
る
と
言
明
。
こ
の
一
年
に
条
約

署
名
は
60
カ
国
、
批
准
は
14
カ
国

で
、
発
効
す
る
50
カ
国
に
向
か
っ

て
い
る
の
に
、
唯
一
被
爆
国
の
首

相
は
核
の
傘
に
し
が
み
つ
い
て
い

る
だ
け
で
す
▼
73
年
目
を
迎
え
る

終
戦
記
念
日
の
８
月
で
す
。
江
東

区
で
は
、
日
中
友
好
協
会
江
東
支

部
と
南
砂
団
地
９
条
の
会
が
江
東

文
化
セ
ン
タ
ー
で
故
村
瀬
守
保
氏

の
「
南
京
大
虐
殺
」
な
ど
の
現
地

で
の
写
真
展
、
東
京
大
空
襲
・
戦

災
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
「
み
ん
な

で
学
び
、
伝
え
よ
う
！
東
京
大
空

襲
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
８
月
７

日
、
区
長
に
対
し
、
猛
暑
か
ら
区

民
の
命
を
守
る
た
め
、
「
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
の
緊
急
の
申
し
入

れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
中
旬
以
降
、
連
日
激
し
い

暑
さ
に
見
舞
わ
れ
、
江
東
区
内
で

は
こ
の
暑
さ
で
、
屋
外
作
業
中
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

や
部
活
動
中
の
生
徒
な
ど
２
１
８

人
（
８
月
５
日
現
在
）
が
熱
中
症

で
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

特
別
区
内
に
お
け
る
熱
中
症
で
亡

く
な
っ
た
方
は
85
人
、
そ
の
８
割

以
上
が
65
歳
以
上
の
方
で
し
た
。

気
象
庁
は
熱
中
症
予
防
情
報
を

連
日
発
表
し
、
ク
ー
ラ
ー
の
使
用

も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
屋
内

で
亡
く
な
っ
た
68
件
の
う
ち
、
ク
ー

ラ
ー
な
し
が
23
件
、
ク
ー
ラ
ー
あ

り
が
45
件
。
ク
ー
ラ
ー
が
あ
っ
て

も
使
用
し
て
い
な
い
人
は
43
件
も

あ
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
の
申
し
入

れ
の
主
な
内
容
は
、
生
活
保
護
受

給
者
は
じ
め
、
ク
ー
ラ
ー
未
設
置

の
所
得
の
低
い
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
へ
設
置

の
た
め
の
補
助
金
を
支
給
す
る
と

と
も
に
、
ク
ー
ラ
ー
利
用
に
要
す

る
電
気
代
を
助
成
す
る
こ
と
。
ま

た
区
内
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど

に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。

区
長
は
は
じ
め
、
「
本
当
に
大

変
な
こ
と
だ
ね
。
で
も
も
う
す
ぐ

暑
さ
も
和
ら
ぐ
か
ら
ね
」
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
お
わ
り
に
は
「
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
答

え
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
が

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
緊
急
申
し
入
れ

写
真
は
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
に
参
加
の
江
東
区
代
表
団
の

み
な
さ
ん
。

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」

日
本
兵
が
撮
影
し
た
日
中
戦
争
の
真
実

日
中
友
好
協
会
江
東
支
部
と
南
砂
団
地
９
条
の
会
が
共
催

戦
後
73
年
目
の
８
月
１
～
７
日
ま
で
、
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」

を
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

日
中
戦
争
開
始
直
後
に
天
津
か
ら
上
海
、
南
京
、
徐
州
な
ど
を
転
戦

し
た
部
隊
の
非
公
式
の
写
真
班
と
し
て
３
千
枚
を
撮
影
し
た
村
瀬
守
保

氏
の
写
真
や
戦
時
中
の
新
聞
、
出
征
の
ぼ
り
旗
、
戦
意
高
揚
切
手
や
絵

葉
書
な
ど
の
展
示
と
ビ
デ
オ
に
、
１
週
間
で
約
７
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

労
働
組
合
や
市
民
団
体
な
ど
６
団
体
、
15
名
で
結
成
し
た
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
江
東
区
代
表
団
は
８
月
４
日
、
広
島
開
会
総
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

世
界
と
日
本
を
変
え
る

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

７
月
22
日
、
新
日
本
婦
人
の
会

江
東
支
部
主
催
の
平
和
フ
ェ
ス
タ

が
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

78
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
３
歳
の
時
に
北
朝
鮮
か
ら

帰
国
し
た
辛
い
体
験
に
は
、
涙
を

誘
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
沖
縄
県
知
事
選
に
関
連
し

て
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
、
基
地
建

設
を
強
行
す
る
戦
争
大
好
き
内
閣

を
一
刻
も
早
く
退
陣
さ
せ
た
い
と

の
感
想
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

絵
手
紙
、
新
聞
ち
ぎ
り
絵
な
ど

の
力
作
の
展
示
も
好
評
で
し
た
。

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

江
東
市
民
連
合
、
９
条
の
会

亀
戸
駅
で
宣
伝
・
署
名



８
月
14
日
の
第
１
部
「
映

像
と
空
襲
体
験
の
お
話
」
は

冒
頭
、
ビ
デ
オ
映
像
「
東
京

が
燃
え
た
日
」
が
上
映
さ
れ
、

同
セ
ン
タ
ー
館
長
の
早
乙
女

勝
元
氏
が
映
像
出
演
。
東
京

大
空
襲
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
同
氏

の
原
作
・
脚
本
で
、
今
井
正

監
督
の
映
画
「
戦
争
と
青
春
」

（
１
９
９
１
年
製

作
）
の
空
襲
シ
ー

ン

16
分
間
が
含

ま
れ
て
い
る
ビ
デ

オ
を
参
加
者
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

続
い
て
「
空
襲

体
験
の
お
話
」
と

題
し
て
、
東
京
大

空
襲
体
験
伝
承
者

の
後
藤
亜
沙
子
さ

ん
が
、
司
会
者
の

二
瓶
治
代
さ
ん
の

に

へ

い
は

る

よ

生
々
し
い
体
験
―

家
族
と
逃
げ
る
途

中
、
総
武
線
亀
戸
駅
付
近
の

小
高
い
線
路
の
上
か
ら
、
燃

え
尽
き
る
商
店
街
を
瞼
に
焼

き
付
け
た
こ
と
、
た
く
さ
ん

の
焼
死
体
の
下
敷
き
に
な
っ

た
が
、
隙
間
か
ら
奇
跡
的
に

助
け
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

情
感
を
こ
め
て
語
り
、
親
子

連
れ
の
参
加
者
が
熱
心
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
、「
防
空
壕
を
ま

な
ぼ
う
」
と
題
し
て
、
東
京

成
徳
大
学
空
襲
研
究
会
、
専

修
大
学
歴
巡
（
歴
史
巡
り
の

会
）
の
学
生
が
、
空
襲
体
験

者
か
ら
聞
き
取
っ
た
防
空
壕

の
様
子
を
Ｃ
Ｇ
で
描
い
た
も

の
を
会
場
で
投
影
し
ま
し
た
。

防
空
壕
は
、
形
や
作
り
方
、

大
き
さ
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
、

簡
易
な
も
の
が
多
く
、
避
難

所
で
は
な
く
、
消
火
活
動
に

出
る
た
め
の
一
時
的
な
待
避

所
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め

に
逃
げ
遅
れ
て
犠
牲
者
が
増

え
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
親
子
連
れ
が
多

く
、
大
人
60
人
、
幼
児
・
小
・

中
学
生

30
人
ほ
ど
が
参
加
、

別
会
場
の
常
設
展
示
を
見
な

が
ら
、
ク
イ
ズ
も
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
西
田
ミ
ヨ
子

元
都
議
が
、
吉
良
さ
ん
の
応

援
歌
に
と
「
夜
明
け
の
歌
」

な
ど
５
曲
を
熱
唱
。

激
励
に
駆
け
つ
け
た
あ
ぜ

上
三
和
子
都
議
は
挨
拶
で
、

追
加
工
事
を
や
っ
て
も
食
の

安
全
、
安
心
が
守
ら
れ
て
い

な
い
豊
洲
問
題
、
受
動
禁
煙

対
策
で
の
修
正
案
、
体
育
館

の
冷
房
設
備
な
ど
緊
急
の
熱

中
症
対
策
、
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
を
18
歳
ま
で
拡
大

す
る
条
例
提
案
な
ど
、
党
都

議
団
の
活
動
報
告
を
し
ま
し

た
。吉

良
よ
し
子
参
院
議
員
は
、

西
日
本
豪
雨
災
害
対
策
よ
り

カ
ジ
ノ
法
成
立
優
先
、
モ
リ
・

カ
ケ
疑
惑
隠
し
、
偽
造
・
改

ざ
ん
な
ど
数
々
の
安
倍
内
閣

の
暴
走
ぶ
り
を
批
判
。

「
働
き
方
改
革
」
法
の
採
決

強
行
に
、
傍
聴
席
で
遺
影
を

持
っ
て
そ
の
光
景
を
見
つ
め

る
過
労
死
家
族
の
姿
が
忘
れ

ら
れ
な
い
と
語
る
吉
良
さ
ん

は
「
高
プ
ロ
制
度
は
必
ず
廃

止
し
、
労
働
者
の
い
の
ち
を

守
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
必
ず

つ
く
り
た
い
」
と
決
意
、
来

年
の
参
院
選
勝
利
を
訴
え
ま

し
た
。

区
立
中
学
校
で
来
年
度
使

用
す
る
道
徳
教
科
書
に
つ
い

て
は
、
区
教
委
が
６
～
７
月

に
教
育
セ
ン
タ
ー
で
展
示
会

及
び
区
内
３
図
書
館
で
順
次
、

特
別
展
示
を
実
施
。
都
教
組

江
東
支
部
を
は
じ
め
教
育
現

場
の
教
職
員
、
江
東
の
教
育

を
考
え
る
会
、
新
日
本
婦
人

の
会
江
東
支
部
の
人
た
ち
な

ど
が
、
実
際
に
教
科
書
を
手

に
と
っ
て
読
み
、
数
多
く
の

貴
重
な
意
見
を
区
教
委
に
寄

せ
ま
し
た
。

会
議
冒
頭
、
区
教
委
事
務

局
が
「
採
択
資
料
作
成
委
員

会
結
果
報
告
書
」
に
つ
い
て

説
明
、
展
示
会
参
加
者
が
１

７
８
人
、
展
示
会
や
特
別
展

示
に
寄
せ
ら
れ

た
意
見
な
ど
が

会
議
資
料
と
し

て
各
委
員
に
配

布
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
①

大
き
さ
な
ど
の

体
裁
が
適
当
で
あ
る
か
②
評

価
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
ノ
ー

ト
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
③

教
師
が
指
導
し
や
す
く
、
生

徒
が
考
え
や
す
い
か
④
い
じ

め
や
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
現
代

的
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
か
⑤
そ
の
他
、
江
東
区

と
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
、
ど
の
教
科
書
が
良
い
か

各
教
育
委
員
が
発
言
し
、
岩

佐
哲
男
教
育
長
が
取
り
ま
と

め
、
全
員
一
致
で
日
本
文
教

出
版
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
区
立
小
学
校
で
今

年
度
か
ら
実
施
の
「
特
別
の

教
科
道
徳
」
の
教
科
書
も
、

同
社
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

新大橋を渡ると、それまでの御船蔵

前町、安宅町、西六間堀町、八名川町

を「新大橋」。常磐町、西元町や新安

宅町、東六間堀町、西森下町の一部を

合併し「常盤」となりました。

清澄通りの裏道は、常盤1丁目と新大

橋１・２丁目にかけて、船釘、簾、足

袋、指物と軍配、漆、提灯、人力車の

部品など、江東区の無形文化財に指定

されている伝統工芸の職人の町です。

また、31もの紙加工工場もこの地域に

集中しています。

隅田川沿いには、江戸時代からの籾

蔵や御舟蔵の跡地があり、当時の最大

の軍艦安宅丸がつながれていました。

安宅丸は100本のオールで漕ぐ３階建て

の船で、その豪華さは日光東照宮と比

べられる程で、江戸の名物となってい

ました。

松尾芭蕉の芭蕉庵は常盤１丁目にあ

り、今は芭蕉記念館がたてられ、「古

池や蛙とびこむ水の音」の句碑があり

ます。

尾形光琳の弟の陶芸家乾山もこのあ

たりに住んでいました。

1693（元禄6）年にかけられた新大橋

は、現在より百メートルほど下流にあっ

て、1911(明治44)年に隅田川最古の鉄

橋に改築されました。現在の橋は1977

(昭和52)年にできたものです。小名木

川の万年橋は江東区で最も古い橋で、

1630(寛永7)年代にかけられて、広重

「名所江戸百景」や北斎「富嶽三十六

景」に描かれています。船番所もあり

ました。

常盤２丁目の小名木川辺は、1830(天

保元)年頃に住んでいた中村芝翫（４代
し か ん

目中村歌右衛門）に因んで「芝翫河岸」

とよばれています。

新大橋３丁目は昔の八名川町で、八

名川小学校にその名をとどめています。
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東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
毎
年
恒

例
の
夏
休
み
特
別
企
画
が
、
８
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
、
設

立
16
年
目
を
迎
え
た
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

企
画
は
江
東
区
教
育
委
員
会
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

改
訂

江東区を私たちが住む町ごとに
その風土、産物、文化を調べます。

北
斎
「深
川
万
年
橋
下
」（
部
分
）

〈富
嶽
三
十
六
景
〉

空襲体験の伝承を聞く参加者

８
月
17
日
、
区
教
育
セ
ン
タ
ー
内
で
区
教
育
委
員
会
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
37
人
か
ら
傍
聴
申
し
込
み
が
あ

り
、
抽
選
の
結
果
、
20
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。
会
議
で
は

協
議
事
項
と
し
て
「
平
成
31
年
度
中
学
校
教
科
用
図
書
採

択
に
つ
い
て
（
特
別
の
教
科
道
徳
）
」
が
審
議
さ
れ
、
５

人
の
教
育
委
員
全
員
一
致
で
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
の

教
科
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
28
日
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で
「
吉
良
よ
し

子
さ
ん
を
囲
ん
で
女
性
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
主
催
は
新
婦
人
江
東
支
部
内
日
本
共
産

党
後
援
会
。
台
風
12
号
が
接
近
し
て
強
い
風
雨

の
中
、
55
人
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

質問に応える吉良さん（左）とあぜ上さん

抄

＊
９
月
30
日
（
日
）
沖
縄
県
知
事
選
投
開
票
日

☆

行
事
日
程

☆

○
９
月
１
日
（
土
）
15
時
30
分
～

◆
江
東
市
民
連
合
３
千
万
署
名
・
宣
伝

（
門
前
仲
町
交
差
点
）

○
９
月
２
日
（
日
）
13
時
～

◆
亀
戸
事
件
95
周
年
追
悼
会

（
赤
門
浄
心
寺
）

亀
戸
事
件
追
悼
会
実
行
委
員
会

○
９
月
２
日
（
日
）
14
時
30
分
～
・
18
時
30
分
～

◆
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡
」
上
映
会

戦
争
法
廃
止
を
め
ざ
す
大
島
の
会
・砂
町
の
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
９
月
８
日
（
土
）
９
時
30
分
集
合

◆
大
運
動
実
行
委
員
会
団
地
署
名

（
東
雲
１
・
２
丁
目
都
営
住
宅
）

下
町
亀
戸
９
条
の
会

◆
宣
伝
署
名
行
動

16
時
～

（
亀
戸
駅
北
口
）

◆
憲
法
問
題
学
習
会

18
時
30
分
～

講
師
：鹿
島
裕
輔
弁
護
士
（
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
）

○
９
月
９
日
（
日
）
13
時
30
分
～

◆
砂
町
の
会
発
足
３
周
年
「
学
習
と
交
流
の
つ
ど
い
」

講
師
・宇
都
宮
健
児（
江
東
市
民
連
合
共
同
代
表
）

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会（
南
砂
区
民
館
）

終
了
後
15
時
40
分
～
同
館
付
近
で
署
名
行
動

○
９
月
15
日
（
土
）
14
時
～

◆
羽
田
問
題
学
習
会

（
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
）

講
演
・山
口
宏
弥
元
機
長


